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　　　There has not been enough researchon how the experience of infants becomes 
story as they get older among children’s culture researchers.Although Muranaka and 
Katahira (2014) tried looking at the process of how the general experiences in their 
childhoods  become stories, in this study the authors narrow down the childhood 
experience to “playing house”, and describe the process of how people in different 
genders and generations make of acting stories about “Playing House”. In the overall 
findings, they tend to tell the stories as an people older than their actual age, more 
coming home stories than leaving home stories, and as they get older they recall their 

















Memories of Playing House in the Narrative Form
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　　小学生　　　　　　１〜４年生（男 29 名　女 20 名）
　　　　　　　　　　　５〜６年生（男 88 名　女 68 名）
　　　　　　　　　
　　中学生　　　　　　１〜３年生（男 188 名　女 225 名）














































































小 1 〜 4 小 5 〜 6 中学 大学
男 女 男 女 男 女 男 女
ある 22 20 60 76 52 173 54 207
ない 7 0 26 0 136 52 19 1























男子 兄（45）/ 父（33）/ ペット（27）/ 弟（5）/ 赤ちゃん（4）/ 母（3）/ 泥棒（3）/ウルトラマン（3）/ 怪獣（2）/ 剣士（2）
女子 姉（74）/母（53）/ペット（34）/赤ちゃん（11）/妹（8）/兄（4）/父（2）/先生（2）
中学生
男子 父（6）/ 子ども（4）/ 店員（4）/ 兄（3）/ ペット（2）/ 客（2）/ 料理人（2）/タクシー運転手（2）/ 戦士（2） 
女子 母（45）/姉（32）/妹（12）/店員（9）/子ども（8）/赤ちゃん（5）/先生（3）/父（3）
大学生
男子 父（17）/ 料理人（6）/ ペット（4）/ 兄（2）/ 子ども（2）/ 客（2）/ 隊員（2）
女子 母（67）/ 姉（50）/ 妹（21）/ 店員（18）/ ペット（13）/ 赤ちゃん（7）/ 子ども（7）/父（5）/ 料理人（4）/ 客（3）/ 大学生（2）/ 兄（2）/ 先生（2）
記述分類
A空間把握B色 C匂い・臭いD光 E音 F質量G皮膚感覚H味覚・食感I形状 J声 KルールLセリフMその他計
小
男 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 2 6 11
女 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 6 18
中
男 0 1 2 0 0 0 1 0 1 0 0 2 4 11
女 2 10 4 3 1 0 8 0 0 0 4 10 12 54
大
男 1 1 3 0 1 0 4 1 0 0 1 8 15 35
女 16 35 48 14 14 0 49 3 7 3 12 100 11 312






数は２。女子 68 名中、記述回答数 18、そのうち身体感覚を用いた記述数は３、ルールに
関する記述が１。セリフの記述数は８。
　中学生男子は総数 188 名に対して記述回答数 11、そのうち身体感覚を用いた記述数５。
セリフの記述数は２。




　これらに比して、大学生は記述回答数が高かった。大学生男子 102 名中記述回答数 31。
そのうち、身体感覚を用いた記述 11。ルールに関する記述１。セリフの記述数８。具体
的な「セリフ」を覚えているものが多い。










































No. セリフ 男 女 小 中 大
1 つまらん・たいくつだ・あきた 1 4 3 2
2 やめる・もーやめよー。 5 3 2
3 私〜する・〜役する / やりたい 4 2 2
4 ニャー 4 2 2
5 ワンワン 3 3
6 ぶーぶー・ばぶー（赤ちゃん） 2 2
7 とんとんとん（切る音） 2 2
8 ピカチュウ！・ピッカチュウ！（声） 2 2
9 おかえり 9 9
10 ただいま 3 11 14
11 いってらっしゃい 4 4
12 いってきまーす 4 4
13 いただきます 1 1 2
14 ご飯だよ・ご飯よ〜 3 10 3 10
15 食べてください 2 2
16 おいしいねー 6 6
17 お腹すいた、まだぁ？ 3 3
18 まだですよ・もうちょっと待ってて 2 2
19 今日のご飯は〜ですよ 2 2
20 早く帰ってきなさい 2 2
21 いい子だね、早く寝ようね 2 2
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